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1．国内での営農型太陽光発電の導入状況

　我が国における営農型太陽光発電（ソーラーシェ
アリング）の導入量は，2019 年時点で約 2,000 ～ 2,500
件程度と推測される．農林水産省による統計では，
2018 年 3 月末時点で 1,905 件の許可実績（394 件の
再許可を含む）となっており，新規許可件数として
413.1ha が営農型太陽光発電の設置面積であること
から，1ha あたり 1MW の太陽電池モジュールを設
置可能と推定すると，500 ～ 600MW 程度の導入量
があると考えられる．
1.1　導入されている農地
　営農型太陽光発電は，農地の一時転用許可による
設置という許可形態を取ることで，通常は農業生産
以外への利用が厳しく制限されている第 1 種農地や
農用地区域内農地であっても，太陽光発電設備を設
置することが出来る．そのため，設置できる農地の
種別に対する制約が少ないため，水田・畑・果樹園・
牧草地などあらゆる形態の農地で導入事例がある．
写真 1 は 2017 年に設置された秋田県南秋田郡井川
町での水田における事例で，設備下では「あきたこ
まち」が栽培されている．写真 2 は，2018 年に設
置された千葉県千葉市緑区での畑における事例で，

設備下では「ニンニク」を始めとする多品種の畑作
物が栽培されている．
　設備の規模も多様であり，1,000m2 程度の農地に
設置される 50kW 程度のものから，10ha を超える
大農地に特別高圧規模の設備が設置される事例も見
受けられる．
　また，営農型太陽光発電の設置が計画される農地
の中には，当初は農地転用によって再生可能エネル
ギー電気の固定価格買取制度（FIT）を利用した野
立ての太陽光発電設備が計画されていたが，何らか
の理由で当該農地の農地転用が出来ないことが判明
したために，一時転用許可による営農型太陽光発電
に切り替えた事例が多く見られる．一方で，計画農
地及び周辺地における農業振興と継続性確保のため
に，営農型太陽光発電を企画する事例もある．前者
の場合は，野立て相当の太陽電池モジュールの設置
が計画されることから営農型太陽光発電設備は高遮
光率となることが多く，後者の場合には下部農地で
生産されてきた作物に適した遮光率設計が採られる
場合が多くなる．
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整できる藤棚式の方が優位と考えられ，アレイ式を
選択するのは日射量を大幅に減らすことで生育環境
が整う作物の場合などに限られると思われる．ただ，
アレイ式は野立てに近い設計のため施工が比較的容
易であること，積雪地用といった既存架台を流用で
きるため藤棚式と比べてコストを抑制できることか
ら，日射量が大幅に減少しても差し支えない作物と
セットで選択される事例が見られる．
　野立てと営農型太陽光発電のコストについて，比
較整理したのが図 1 である．基本的に，設備設置面
では太陽電池モジュール，PCS，キュービクルといっ
た受変電設備は野立てと変わりないが，基礎や架台，
土木・組立・電気工事などで差が出てくる．基礎や
架台は設備全体の高さがあること，遮光率を低く保
とうとすると太陽電池モジュールが分散設置され，
敷地面積が広がることにより，基礎・架台のコスト
組立工事・電気工事の費用は増加する．一方で，農
地に設置するという特性から切り土・盛り土といっ
た土木工事は少なく，あるとしても用排水路の整備
程度であることから，時に樹木の伐採や大規模な造
成を伴うことがある野立てと比べて，土木工事費用
は減少する．運営期間中の費用で見ると，営農型太

1.2　設備の形態とコスト
　営農型太陽光発電の設備の設計については，一時
転用許可の根拠となる農林水産省の通知「30 農振
第 78 号」において，「簡易な構造で容易に撤去でき
る支柱」であることと，「パネルの角度，間隔等か
らみて農作物の生育に適した日照量を保つための設
計となっており，支柱の高さ，間隔等からみて農作
業に必要な農業機械等を効率的に利用して営農する
ための空間が確保されていると認められること」と
いう定めがある．このうち，空間の確保については
最低地上高がおおむね 2m 以上あることという定量
的な指定があるが，それ以外は詳細な数値の定めが
ない．これは，設備下で行われる農業に応じた柔軟
な設計を認めると解することができ，その結果とし
て営農型太陽光発電設備の設計は一様ではない．設
備の設置形態を大まかに分類すると，太陽電池モ
ジュールの配置方法によって「藤棚式」と「アレイ
式」に分けることが出来る．藤棚式は写真 3 のよう
に，太陽電池モジュールを 1 枚ごとに均等に配置し，
可能な限り地表面への日射を平準化することを目的
としているほか，支柱間隔を調整することでトラク
タやコンバインなどの作業も容易になる．
　一方のアレイ式は，写真 4 のように野立ての太陽
光発電設備で見られるアレイ設計を取り，太陽電池
モジュールが密集する部分と全く設置されていない
部分が生じる．下部で農業機械が通過できるような
筋交い等の配置に配慮が必要だが，それ以外は積雪
地で用いられる太陽光発電設備用の架台の支柱を延
長しただけに近い形態となる．アレイ式では，基本
的に支柱間隔が太陽電池モジュールの大きさに依存
するため，使用する農業機械に応じた柔軟な設計が
難しい場合がある．
　設備下での営農・農作業を考慮した場合，太陽電
池モジュールが均等配置され，支柱間隔も柔軟に調

写真 3　藤棚式の営農型太陽光発電設備

写真 4　アレイ式の営農型太陽光発電設備

図 1　野立てと営農型太陽光発電の費用比較（筆者作成）
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が認められる制度改正が行われているが，偽の農業
者を用意するなど悪質な事例が多発したことから，
地方政府によっては一律で営農型太陽光発電の申請
を却下するという事態が発生し，導入が下火になっ
たという．現在は，脱原発政策により再生可能エネ
ルギーの大量導入が必要となったため，改めて農地
を活用することによる太陽光発電の増加を図るべ
く，営農型太陽光発電に再度てこ入れが図られてい
る．
2.2　国際的なPR
　営農型太陽光発電の国際的な関心の高まりを受け
て，我が国としても国際的な PR を進めている．
2019 年 5 月に開催された G20 新潟農林水産大臣会
合では，農林水産省と共に一般社団法人ソーラー
シェアリング推進連盟（事務局：千葉エコ・エネル
ギー株式会社）が，現地会場で営農型太陽光発電の
展示ブースを設けて各国に向けた PR を行った．（写
真 7）
　当日は主に外交官を中心にブースへの訪問があ
り，特に国土において農地の占める割合が大きく余
剰地の少ない国や，都市周辺に農地が広がっている
ような地理条件の国では，営農型太陽光発電による
エネルギー生産への関心が高かった．また，日本国
内では設備や農産物の多様な事例があることから，
自国の農産物での適用可否などに対する質問を多く
受けている．農林水産省では，今後営農型太陽光発
電を “Farming PV” として英語資料を作成し PR し
ていくとのことである．

3．国内の導入ポテンシャルと今後の展望

　国内では 500 ～ 600MW 程度の営農型太陽光発電
の導入量があると推定されると述べたが，2019 年 3
月末時点で国内では FIT により 3,842.6 万 kW の事
業用太陽光発電設備が導入されており，その中で営
農型太陽光発電が占める割合は 2％に満たない．第

陽光発電設備は農地の一時転用許可による設置のた
め，農地自体の地目や税額が変更されないので，土
地の賃借料や固定資産税は野立てに比べて大幅に少
なくなる．一方で設備全体の面積が野立てに比べて
広いこと，高さがあることからメンテナンスに要す
る費用は増加し得るほか，太陽電池モジュールの交
換といった修繕管理も工数が増加するため，費用も
増える．

2．営農型太陽光発電の国際的な広まり

　営農型太陽光発電は我が国のみならず，アジア圏
を中心に各国へ広がりつつある．正確な統計情報は
見受けられないが，アジアでは中国・韓国・台湾を
中心に導入あるいは導入の計画が進められている．
営農型太陽光発電をテーマにした国際フォーラムも
開かれるようになっており，学術的な関心も高まっ
ている．
2.1　アジア圏での広がり
　アジア圏では，特に韓国と台湾が営農型太陽光発
電に力を入れて普及拡大を図ろうとしている．韓国
では 2030 年までに 1,000 万 kW の営農型太陽光発
電導入を目標として，現在国内 16 ヵ所で試験プラ
ントを稼働させ，栽培風土に適した設計や作物の調
査を進めている．写真 5 は全羅南道農業技術院の実
証試験施設であるが，ここでは太陽電池モジュール
の設置方向を変えるなどして，下部では葉物野菜を
中心に栽培実証が行われているが，設計コンセプト
は日本国内の事例を参考にしているという．
　また，韓国は早くから国際的な営農型太陽光発電
のフォーラムを開催しており，2019 年 3 月と 7 月
には韓国電力の研究所並びに本社にて，日本・中国・
ドイツの研究者を招いた営農型太陽光発電の国際
フォーラムが開催されている．（写真 6）
　台湾では，2014 年から営農型太陽光発電の設置

写真 5　全羅南道農業技術院の実証試験施設

写真 6　韓国電力で開催された国際フォーラム
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た，営農型太陽光発電の導入を後押しする可能性が
ある．
3.2　太陽光発電を巡る環境の変化
　FIT の導入によって急速に太陽光発電の導入が進
む中で，野放図な開発が行われたことによる住環境
や自然景観の悪化，台風などの自然災害時における
太陽光発電所の損壊といった事件が相次ぎ，景観条
例・開発規制条例の制定や，環境アセスの大規模太
陽光発電に対する適用などが行われるようになっ
た．
　これに関連して，再生可能エネルギー電源の開発
時や運用期間中の環境負荷に対する社会的関心の高
まりも生じている．大規模な環境改変を伴う太陽光
発電事業が，果たして環境負荷の低い持続可能な電
源と言えるのかという懸念である．大規模なメガ
ソーラー事業の場合，殊更に発電事業者は二酸化炭
素の排出量が少ないことを PR するが，特に山林造
成を伴う場合には再生可能エネルギー発電が行われ
たとしても，開発によって失われた生態系の機能を
補完することは太陽光発電には不可能である．また，
FIT を利用している場合は FIT による固定価格買
取期間終了後も，投資回収を終えた安価な電源とし
て可能な限り長期間の事業継続が求められるため，

5 次エネルギー基本計画において再生可能エネル
ギーの主力電源化が明記されたことで，我が国にお
ける太陽光発電の普及拡大は引き続いていくものと
考えられ，業界団体である一般社団法人太陽光発電
協会は 2030 年に 100GW（1 億 kW），株式会社資源
総合システムによる提言では同 150GW（1.5 億 kW）
の導入というシナリオが示されている．今後，FIT
が縮小していく中でも太陽光発電が普及するモデル
として，屋根置き以外ではまとまった用地を安価に
確保できる営農型太陽光発電の貢献は大きいと考え
られる．
3.1　国内の導入ポテンシャル
　営農型太陽光発電の国内導入ポテンシャルを推定
すると，遮光率を大凡の農作物が栽培可能な 33％
程度に設定した場合，1ha あたり 2,000 枚の単結晶
60 セル（330W）の太陽電池モジュールを設置する
ことが出来る．1,500ha で約 1GW の営農型太陽光
発電設備が設置できることになり，国内耕地面積が
約 442 万 ha で あ る こ と か ら， そ の 4％ 以 下 で
100GW の太陽光発電を導入することが可能となる．
従って，営農型太陽光発電の拡大は太陽光発電の更
なる普及にとって欠かせない要素と言える．そして，
再生可能エネルギー発電を巡る社会情勢の変化もま

写真 7　「G20 新潟農林水産大臣会合」展示会への出展に関する農林水産省の報告資料



太陽エネルギー－ 13 －Vol.45. No.6

営農型太陽光発電（ソーラーシェアリング）の最新動向と将来展望

い合う時代に入る中で存在感を増すことになるだろ
う．
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現地の環境復元は行われない．一方で，営農型太陽
光発電は農業と共生する再生可能エネルギー発電で
あり，太陽電池モジュールの下では従来通りの農業
が行われるため，農地環境が保全されることになる．

（写真 8）
3.3　営農型太陽光発電の価値向上
　RE100 を中心とした企業活動における再生可能エ
ネルギー電気を導入する取り組みにおいて，国内で
の再生可能エネルギー電力需要が増加しつつある点
も，営農型太陽光発電の普及に関わる大きな要素で
ある．FIT によって導入された再生可能エネルギー
電源の環境価値は，国民に広く帰属するものとして
希釈されてしまうことから，特定企業の活動に環境
価値が属するようにするためには，自家消費型の再
生可能エネルギー電源を開発するか，FIT 外の電源
を確保しなければならない．この電源開発に際して，
様々な再生可能エネルギー電源種がある中で，最も
計画立案～運転開始までのリードタイムが短く，そ
れでいてボリュームを稼ぐことが出来るのが太陽光
発電である．
　しかし，最も手軽な屋根置きの太陽光発電は，例
えば企業の保有する工場や社屋に設置することがで
きるものの，それだけでは企業活動に必要な量を確
保できるとは限らない．一方で，FIT による野立て
の太陽光発電開発が活発に行われたことで，条件の
良い空き地は既に手がつけられてしまっている可能
性が高い．その中で，営農型太陽光発電はこれまで
述べたとおり大規模な用地が確保しやすく，また事
業採算性も今後の野立てに比べて高くなることが見
込まれるため，再生可能エネルギー電源を企業が奪

写真 8　�営農型太陽光発電は，農業と共生する再生可能エ
ネルギーとして開発時・運用時の環境負荷が低い
電源となる


